
第１８回ＡＳＥＡＮ＋３首脳会議議長声明骨子（２０１５年１１月２１日） 

●東アジア・ビジョン・グループ（ＥＡＶＧ）Ⅱ勧告のフォローアップに関す

る最終報告書を採択。 

●東アジアにおける平和，安全，安定の維持・増進の重要性を認識。伝統的，

非伝統的安全保障分野の新たな課題に対処するために努力する必要性を強調。 

●東アジア地域包括的経済連携（ＲＣＥＰ）交渉のあらゆる分野における実質

的な進展を歓迎。経済大臣に対して早期締結に向けて更に努力することを指

示。 

●チェンマイ・イニシアティブの強化の重要性を再確認。ＡＳＥＡＮ＋３マク

ロ経済調査事務所の国際機関化を歓迎。アジア債券市場イニシアティブ（Ａ

ＢＭＩ）のもとでの進展が東アジア地域の金融の安定等に貢献することを認

識。 

●２０１６年にＡＳＥＡＮ＋３観光協力に関する協力覚書への署名を期待。 

●ＡＳＥＡＮ＋３緊急備蓄米（ＡＰＴＥＲＲ）協定の重要性を再認識。官民連

携を通じたフードバリューチェーンの設立の重要性を認識。 

●エネルギー安全保障の確保の必要性を認識。高効率石炭火力発電を含むクリ

ーンコールがエネルギー安全保障及び温室効果ガス排出削減に貢献すること

に留意。 

●越境汚染を含む環境問題に関する効果的な対処及び持続可能な開発を確保す

る努力を強化する必要性を強調。 

●今年１２月に開催予定の気候変動枠組条約第２１回締約国会議（ＣＯＰ２１）

において，野心的，持続可能及び法的拘束力を有する世界的な気候変動条約

締結にコミットすることを強調。 

●教育に関する協力の強化を再確認。「ＡＳＥＡＮ＋３学生交流のためのガイド

ライン」の進展に留意。 



●ＭＥＲＳを含む感染症の脅威に懸念を表明。 

●ＡＳＥＡＮ防災人道支援調整所（ＡＨＡセンター）に対する継続的な支援の

重要性を強調。 

●ＡＳＥＡＮ加盟国首脳は，日中韓によるＡＳＥＡＮ連結性マスタープラン実

施への支援を評価。地域のインフラ資金の需要に対処するため，中国による

アジアインフラ投資銀行（ＡＩＩＢ）の設立及び日本による質の高いインフ

ラパートナーシップの進展を歓迎。 

●東アジア・シンクタンク・ネットワーク（ＮＥＡＴ）の一層の貢献を歓迎。 

●日ＡＳＥＡＮセンター，中ＡＳＥＡＮセンター，韓ＡＳＥＡＮセンターが貿

易・投資，観光及び文化交流の促進において果たす役割を認識。 

●ＡＳＥＡＮ首脳は，第６回日中韓サミットの成功を祝福し，日中韓協力の前

向きな機運が地域の平和，安定，繁栄の維持・促進に貢献するとの見解を表

明。 

●朝鮮半島の動向に懸念を表明し，地域の平和，安定及び安全の重要性を強調。

北朝鮮による２０１５年５月の弾道ミサイル発射に深刻な懸念を表明し，全

ての関連する国連安保理決議を完全に遵守すること及び２００５年９月１９

日の六者会合共同声明の下でのコミットメントを関係者が遵守することの必

要性を強調。平和的な方法による朝鮮半島の完全かつ検証可能な非核化に向

けた道を開く六者会合の早期再開のために必要な条件を作り出すことを要請。 

(了) 


